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本学における新コロナウイルス感染症の対策について 

 

 地域住民の皆様 
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新型コロナウイルス感染症について、令和２年４月１６日に、政府から、全ての都道府

県を実施区域とする「新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言」が出

され、本学においても、臨時休校（４月２３日～５月６日）を行いました。 

５月２５日、国から新型コロナウイルス感染症緊急事態解除宣言が発出され、５月２７

日付けで、「新型コロナウイルスに関する青森県対処方針」が変更されたことを踏まえ、

本学の対応方針を変更しましたので、以下に従って行動することとしています。 

また、日々、刻々と変わる状況を踏まえつつ、組織的な方針決定、対応決定を行い、柔

軟かつ速やかに対応していきます。 

今後も、本学は教育及び研究を継続するとともに、学生・院生、教職員等、本学を利用

するすべての人々、地域の方々の健康を第一とし、地域における状況を踏まえつつ柔軟か

つ速やかに感染拡大の防止に向けて取組みます。 

 

【対応方針】 

１ 学生・院生、教職員等、本学を利用するすべての人々、地域の方々の健康を第一とし

ます。 

２ 地域におけるコロナウイルス感染症発生状況を踏まえ、本学所在地である青森県の担

当部局と十分相談のうえ、また、関係省庁からの通達等を踏まえ、対応していきます。 

３ 国が示した「新しい生活様式の実践例」の定着を図り、感染防止に努めます。 

４ 2020年 3月 11日に設置した、危機管理対策本部（コロナウイルス対応）について、

状況に応じた適時開催により、状況の確認と最新の情報に基づく対応策の検討を行って

いきます。 

 

【学内での取組】 

１ 移動について 

６月１８日までの間、北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県への移動について

慎重に判断します。 

なお、学生が就職試験・実習のために移動することは可能です。 



２ 県外からの講師等の招へいについて 

６月１８日までの間、北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県からの講師につい

て、来学による授業を慎重に判断し、遠隔授業等により対応することも検討します。 

なお、来学の場合は、海外渡航歴等を確認します。 

３ 授業 

(1) 学生同士が適切な距離（ソーシャルディスタンシング）を保ち、状況に応じてマス

クを着用しています。 

(2) 発熱等の体調不良により学生が休んだ場合は学習の機会を確保します。 

４ 学内の感染防止対策 

(1) 学生及び教職員が他者との適切な距離を保てるよう食堂及び図書館の環境を整備し

ています。 

(2)マスクの着用・換気を行っています。 

(3)手指消毒液を設置し、手洗い・手指消毒をまめに行っています。 

(4)物品の使いまわしを避けています。 

５ 教育施設の貸し出し 

 教育施設、体育館、図書館について、感染防止対策を行うことを条件に、６月１日か

ら外部貸出（利用）を再開します。 

 

【学生への指示・要請事項】 

 以下について、学生に対し指示をし、感染拡大防止に努めます。 

１ 移動について 

北海道、埼玉県、千葉県、東京都及び神奈川県へ移動する場合は、事前に教員に連絡

し、届を提出すること。（６月１８日まで） 

２ 外出について 

 (1) 屋内にいるときや会話をするときはマスクを着用し、人との適切な距離を保ち、３

つの密を避けること。また、できるだけ「ゼロ密」を目指すこと。 

  (2) 公共交通機関は、混んでいる時間帯を避けて、マスクを着用して利用すること。 

 (3) 手洗い、咳エチケット等の感染症対策を徹底すること。 

３ 自宅等における感染症対策について 

  検温及び健康観察を行うこと。 

４ アルバイト及び課外活動について 

  アルバイト及び課外活動は、密閉、密集、密接を避け、感染対策をとった上で行うこ

と。 

５ 感染が疑われる症状がある場合について 

風邪症状や微熱を含む発熱がある場合は、自宅待機の上、保健室に連絡をして指示を

受けること。 



 

令和 2 年 5 月 4 日 厚生労働省 「新しい生活様式」より引用 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html 


